
う』というプログラムで木工作品製作など“もの
づくり”を、当事者仲間で楽しみながら取り組ん
でいます。これまで飛沫防止パネルや移動型本
棚、iPad立てなど、オーダーメイドの注文を受
け製作し、色々な所でご活用いただいています。

その時のベストな選択は何かを考えて
～仲間と楽しむ

　自分が認知
症と診断され
た出来事も含
めて、人生予
期できないこ
とが沢山あり
ます。その時
にどう動くか？私は社会の様々なできごとも、自
分に起こるできごとも、全て受け入れたうえで、
自分にとってその時のベストな選択は何かという
ことを考えるようにしています。
　楽しみにしているのは、“れもん”の仲間の皆
さんとの活動です。一緒に講義を聞いたり、音楽
を楽しんだり、色々おしゃべりをしたりと集まっ
て楽しむことで十分癒され、それが日々の生活を
安定させることに繋がっています。

藤
ふじ

田
た

佳
けい

児
じ

さん
62歳・京都府支部

認知症の先輩方達からの学び

　還暦の年に診断を受けました。受診したクリニ
ック２階に常設されている認知症カフェの中にあ
るピアサポートプログラムの一つである『オレン
ジドアノックノックれもん』に参加して、元気で
活躍されている先輩の当事者の姿を見て、認知症
の疾病観が変わり、失敗を恐れず何でもチャレン
ジされている姿に感銘を覚えました。
　それからは、積極的に宇治市内の“れもんカフ
ェ”（認知症カフェ）や、茶摘みや小蕪の収穫な
どの活動、また当事者・家族が一緒に集うテニス
教室や絵画サークルにも参加するようになり、れ
もんの仲間（認知症当事者の仲間）の一員として
多くのことを学び、皆さんに支えてもらっていま
す。後からきた私が一番得をしている思いです。

非常勤職員として『ものづくり』に取り組む

　また、クリニ
ック内のカフェ
ほうおうで、週
に１日～２日は
非常勤職員とし
て就労し、『作
業工房ほうお

　2019年に軽度若年性アルツハイマー型認知症の
診断をうけました。その京都認知症総合センター
クリニック（以下、クリニック）内のカフェで、非
常勤職員として“ものづくり”に取り組み、宇治
市内の“れもんカフェ”などでも活動しています。
同センターの桝村さんの協力で、ご本人と奥様に
よる原稿を紹介します。 （編集委員　松本律子）

すべてを受け入れて、

ベストな選択を考える

情報
コーナー

本人交流の場
（詳細は各支部まで）

宮城◉11月18日㈭10：30～15：00／本
人・若年認知症のつどい「翼」→南光
台市民センター
山形◉11月20日㈯13：30～15：30／
置賜のつどい・本人のつどい→置賜総
合文化センター

埼玉◉11月20日㈯13：30～15：30／
若年のつどい・上尾→あげお福祉会
神奈川◉11月7日㈰13：00～15：30／本人
と家族のつどい→二俣地域ケアプラザ
静岡◉11月9日㈫10：00～11：30／若
年性のつどい→富士市役所
愛知◉11月13日㈯13：30～16：00／元
気かい→東海市しあわせ村
和歌山◉11月14日㈰13：00～15：00／
若年性認知症交流会→ほっと生活館

しんぼり
広島◉11月13日㈯11：00～15：30／陽溜
まりの会広島→中区地域福祉センター
徳島◉11月20日㈯13：30～15：30／
縁の会→県立総合福祉センター
愛媛◉11月26日㈮13：00～15：00／若年
性のつどい→県在宅介護研修センター
長崎◉11月20日㈯13：30～15：30／
若年性認知症の人と家族のつどい→
小鳥居諫早病院デイケア室

新型コロナウイルス感染の影響により、変更ないし、中止となる可能性があります。

講演会で発表する藤田さん（左から二人目）

作
業
に
取
り
組
む
藤
田
さ
ん（
中
央
）
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　１年半を超えるコロナ禍、いかがお過ごし

でしょうか。介護サービスの現場はずっとド

キドキしながら過ごしています。つい先日、

訪問介護の利用者さんが陽性になりました。

検査前日に身体介護で訪問したヘルパーは濃

厚接触者、その二日前に生活援助で入ったヘ

ルパーは接触者にあたると保健所から連絡が

ありました。幸い二人とも検査結果は陰性で

したが、自宅待機になった分のケアを穴埋め

するのも一苦労です。今回は自分で判断がで

きる方でしたが、独居の認知症利用者さんだ

ったらどうなっていたことか。

在宅介護職員はワクチン接
種優先してもらえない
　コロナ禍が始まってからの在宅介護に対す

る国の対応には、怒りを通りこして呆れるば

かり。感染が拡大を始めたころには「デイサ

ービスやショートステイの休止対応は訪問介

護などで」と名指しされました。今の利用者

さんで精いっぱいですけど、ご存じない？な

のに介護施設と違ってPCR検査は公費対象

になったことはない。ワクチン接種も「感染

者宅への訪問継続」という条件をのまなけれ

ば優先枠に入れてもらえない。UAゼンセン

（産業別労働組合）の調査（８月12日現在）

によると、介護施設職員の２回接種完了率は

70％超、訪問介護ヘルパーは12％と一般の

人並み。度重なる「差別的な」扱いをみる

と、訪問介護ヘルパーは介護職の仲間にさえ

入れてもらえないようです。以前からヒドイ

扱いを受けてきたのですが、この事態であか

らさまになったということです。

　この1年半、いつもと違う「タイヘン！」

がいろいろです。認知症で一人暮らしの利用

者さんが発熱したとケアマネジャーから連絡

があり、念のため担当ヘルパーは防護衣にフ

ェイスシールド、マスクで訪問したのです

第７回（全12回）

消滅寸前の訪問介護に危機感を！
NPO法人暮らしネット・えん代表理事 小島 美里

認
知
症
の
今

　訪問介護は、介護保険制度の発足当
時、在宅介護の三本柱の一つであるとう
たわれました。その訪問介護は、今や消
滅寸前の危機にあると筆者は訴えていま
す。度重なる利用の締め付けに加え、新
型コロナウイルスの感染下でも、検査や
ワクチン接種で必ずしも優先されない扱
いに、置かれた状況が象徴的に示されて
います。訪問介護を守れ！在宅介護を守
れ！の主張に心から共感します。

❽
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む高齢者は増えつつあるのでしょう。近ごろ

上野千鶴子さんの『在宅ひとり死のススメ』

がベストセラーになっています。皆さんが

「在宅ひとり死」を望むなら、私たち介護事

業者はそのお手伝いをしたい。ところが、そ

れを支えるヘルパーはまったく足りません。

それどころか減り続けているのです。使い勝

手がよいという小規模多機能型介護は地域に

一つあるかないか。それでは施設入所、とい

っても、低額だと聞いていた特養ホームの入

居費用さえ知らない間にかなりの高額にな

り、賄えない。現実は「在宅孤立死」の増加

を招く、制度崩壊の崖っぷちです。この現状

を変えるには多くの方々に現状を伝え、とも

に立ち上がっていただくことです。

　訪問介護を守れ！在宅介護を守れ！プラカ

ードを持って街を歩きたい。本気でそう思っ

ています。

が、本人はお出かけ。陰性だったから良かっ

たものの…。昨年は特別定額給付金の手続

き、今年はワクチン接種の予約も行いまし

た。了承していたはずなのに、接種当日にな

ったら「いやだ！行かない」もありました

ね。「高齢者の接種、９割！」と総理大臣が

胸を張っていますが、それにはこういう努力

があるのですよ。知ってるのかな？

訪問介護は消滅寸前
　９月５日のNHKニュースで「訪問介護ヘ

ルパー、４人に１人が65歳超」と報じてい

ました。心配になって我が法人訪問介護の年

齢構成を調べなおしましたが、３人に１人で

した。でも周囲の事業所を見ると我が法人が

一番「若い」のです。調査に応じた中にほぼ

全員が65歳以上のような小規模事業所がな

いのかな。どちらにせよ、おそろしい数字で

す。５年後はどうなっていることか。しか

し、厚生労働省を始め、制度設計にかかわる

方々には危機感が見られません。

　2017年に内閣府が行った高齢者対象のア

ンケートの、「誰に看取ってもらいたいか」

という質問では、「ヘルパーさんなど」は男

性で２位、女性では堂々の１位でした。介護

保険が始まり、その後国が「可能な限り住み

慣れた地域で、自分らしい暮らしを人生の最

期まで」をうたっていることは多くの人々が

知るところになりましたから、在宅介護を望

プロフィール

◆ 全身性障がい者の介助ボランティアグルー
プからスタートし、堀ノ内病院の在宅介護
部門代表を経て2003年NPO法人暮らしネ
ット・えんを設立。
　 現在、居宅介護支援、特定相談支援、訪問
介護、居宅介護、認知症通所介護、認知症
グループホーム、小規模多機能型介護、配
食サービス、高齢者生活共同住宅、障がい
者基幹相談センターを運営。
　 だれでも食堂、認知症カフェ、家族介護者
教室、ケアマネ・介護職員のための認知症
介護講座等を定期的に開催。
　介護支援専門員、認知症介護指導者。
　http://npoenn.com/

小島  美里
NPO法人暮らしネット・
えん代表理事

介
助
の
様
子

次月号は、清川卓史氏（朝日新聞記者）の『福祉・介
護保険について、積み重なる複合的「負担増」に懸
念（仮題）』です。
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お便りお待ちしています！
〒602-8222 京都市上京区晴明町811-3

岡部ビル２F　　　　 　　
 〈「家族の会」編集委員会宛〉

会員 お便りさんからの

Eメール
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勉強中です
●東京都　Ｃさん　50歳台　女性

　居宅介護支援事業所でケアマネジャーをし
ております。仕事柄、さまざまな認知症の方や
そのご家族を支援していますが、やってみな
ければわからないことばかりです。認知症ご
本人の思いをどうやってくみ上げるか、どう
すればご家族の気持ちが少しでも楽になるか、
どうすれば家族関係を壊さずに両人の思いを
叶えられるか、勉強したいと思っています。

疎ましく思ってしまう日々
●大阪府　Ｂさん　50歳台　女性

　母と二人暮らしです。日々、認知機能が弱
っていく母ですが、他人を家に入れたくない
ということで、介護サービス等を一切受けず
に過ごしています。まだ、身の回りのことは
自分でできていますが、何度も同じ話をす
る、会話が成り立たない、やたらに頑固にな
るなど、日々のことにこちらがイライラして
しまい、母を疎ましく思ってしまう日々です。

私の母は年金が120万円以上（父の遺族年
金がある為）になるから負担が増えるので、
ショートステイの日数や回数を減らそうと思
っています。兄からの仕送りがありますが母
が要介護５なので、日数や回数を増やすと足
りないので節約しています。
私は身体がなかなか休まらないのが現実で

す。私も母を特養に入居してもらうことを考
えていますが、負担が増えるので迷っている
所です。国に介護の苦労・大変さをわかって
もらいたいし、他に予算を削れる所を削って、
私たち国民に我慢を強いることをやめてほし
いですね。もっと声をあげてもらいたいです。

私たち国民に我慢を強いることはやめて
●新潟県　Ａさん　40歳台　女性

ぽ～れぽ～れ８月号
「忙中感あり」を読んで

介護に疲れてきました
●三重県　Ｄさん　50歳台　男性

　今年で85歳になる母（アルツハイマー型認
知症中期・要介護１）を介護しています。母
は易怒性及び、暴言癖がひどく、閉口してい
ます。向精神薬と認知症の薬の服用でその回
数は激減したのですが、やはり時として発作
が起こります。
　そして、もうそろそろ、こうした発作が消
える時期だと思われるのでしょうが（通算４
年）長引くのも特徴のひとつです。月１回の
内科及び精神科の受診を行っておりますが、
病気の特徴の取り繕いが上手という難点のた
めか、医師の前などで、なかなか易怒性や暴
言癖を発現することがありません。
　私の方はできるだけ、本人の発言を尊重し、
共感した後にひと呼吸おいて、注意力を散ら
すべく、昔取った杵柄のような話しをすると、
それなりの効果があります。しかし、このと
ころ、なんだか母の介護に疲れてきました。
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お便りお待ちしています！
〒602-8222 京都市上京区晴明町811-3

岡部ビル２F　　　　 　　
 〈「家族の会」編集委員会宛〉

会員 お便りさんからの

Eメール

※お名前はイニシャルではありません。
年齢は「50歳台」等で表記しています。
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できないことが増えてきた
●京都市　Gさん　70歳台　男性

　アルツハイマー型認知症と診断され７年に
なる妻を介護している。自宅周囲の散歩はで
きるが、それ以外の病院や図書館等は付き添
わなければならない。降圧剤を朝食後に、認
知症の進行を遅らせる薬を夕食後に飲むため
にカレンダーに貼っているが、飲み忘れた
り、中間に飲んだりと一定しない。料理もで
きなくなり、手伝いも十分できなくなった。

穏やかに接したいけれど…
●埼玉県　Ｅさん　60歳台　女性

　母は高齢になって、乳癌と卵巣癌の手術を
受けました。手術中に肺に血栓が飛んだり、
抗がん剤が効き過ぎて危険な状態になったり
しましたが、幾度かの入退院を乗り越え、今
はデイサービスに通いながら穏やかに過ごし
ています。
　この十年間で認知症は少しずつ進んで、今
は生活のすべてにおいて私の指示が必要で
す。例えば、歯磨きをどうしたら良いかわか
らないなど。一番困ったことは便器に溜まっ
ている水に手を入れてしまうこと。ブルーレ
ットで水を青くして「青い水は毒です！」と
張り紙してもダメでした。私が根負けして、
一日に何回もアルコールのウェットシートで
便器まわりを除菌していたら、この頃はしな
くなってきました。
　こちら側の気持ちで母の反応も変わりま
す。私自身の気持ちを安定させて、ストレス
をためず穏やかに接しようとするのだけれ
ど、疲れている時にはイライラして、きつい
口調になってしまい、母を寝かしつけてから
後悔しています。認知症の介護をされている
皆さんの気持ちや生活の工夫などを知りたい
です。

コロナ禍の認知症ケア
●大分県　Hさん　70歳台　女性

　コロナ感染症拡大の影響が認知症ケアにも
絶大なマイナスをもたらして１年以上になり
ます。人が人をケアしていくことの根本に、
安心・安全の基盤が必要ということを身に沁
みて感じた時間です。
　ワクチン接種が１日も早く進むことを切望
します。

会話ができなくなりさびしい
●宮崎県　Ｉさん　50歳台　女性

　85歳の母（要介護２）を介護しています。
いろんな言葉は発していますが、会話がもう
できなくなり、さびしいです。
　父とも同居で、少しは母のことをみていて
くれたりしますが、父も４年前に倒れてか
ら、ぼんやりすることが増えてきました。ト
イレの世話も大変ですが、食が細いので、そ
れも心配です。

夜中の排泄介助で眠れない
●山口県　Ｆさん　60歳台　女性

　父は徐々に介護者に対しての拘束が酷くな
り、思い通りにならないと、暴言暴力をふる
い始める。しかし一度他のことに気がそれて
しまうと、すぐに忘れてしまう。
　その上、夜中の睡眠が浅く、ひとりでの排
泄ができなくて介助が必要なために、介護者
としては眠れなくて非常に困っている。
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